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角型キャップ

丸型キャップ
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棚板は、24mmピッチで高さ調整できます。

棚受け金具を棚柱の角穴に差し込み、倒した後、
棚板を載せて下さい。

① 差し込む① 差し込む

② 倒す② 倒す

棚受け金具

棚受け金具 棚受け金具
装着状態
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① 引き出しを全開し、スライドレールの手前下側を図のように持って左右ともに広げると｢引き出し外れ
　 止め｣が外れますので、そのまま引き出しを持ち上げて外して下さい。

① 扉を開き、最も手前まで引き出します。

② 側板の角穴（5箇所）を貫通し、Ｍ6×L8
　 ネジとＭ6袋ナットで連結します。
　（角穴からネジを落とさないように
      注意して下さい）

③ 連結後側板の角穴は、内側から
　 角型キャップでふたをして下さい。
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引き出す② 引き出しを1段外した後、2段目以降の引き出しを開けるには、セーフティロックの解除が必要です。

　 図のように本体内部の左右についているセーフティロック（白い樹脂部品）を指で押して回転させ
　 ると、ロックが解除され引き出しを開けることができます。
　 （尚、元に戻す場合は操作する必要はありません）

② 引き出しを戻す場合は、図のように引き出し奥がスライドレールの爪に引っかかるようにセットして
　 下さい。（引き出しを入れた後｢引き出し外れ止め｣が掛かっているか確認して下さい）
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キャップの取付7
底板に角型キャップと丸型キャップを、
側板には、小キャップを取り付けて下さい。

開閉・施錠の確認8
・部品の取付忘れはないか
・本体にひずみがないか
・ガタツキがないか
・扉の開閉はスムーズに行えるか
・施錠は確実か

　等を確認して下さい。  　以上で組立は完了です。

扉や引き出しがそろっていない場合は、レベル微調整をして下さい。

右扉が下がっている、
引き出しが左上にズレ
ている場合は、右手前
のアジャスターを上げ
て下さい。

左扉が下がっている、
引き出しが右上にズレ
ている場合は、左手前
のアジャスターを上げ
て下さい。

＊ 引き戸の場合は、全ての扉と底レールを外してから調整して下さい。
＊ 左右の本体のバランスも考えて調整のやりすぎに注意して下さい。

ラテラルキャビネットの引き出し脱着方法 マジックドア型の横連結方法

扉のレベルがそろっていない場合の対処方法

引き出し外れ止め
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引き出しを全開する
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Ｍ6袋ナットＭ6袋ナット

Ｍ6×Ｌ8ネジＭ6×Ｌ8ネジ

４個の棚受け金具が、同じ高さになるように
セットして下さい。
棚板が傾き、収納物が落下することがあります。

注 意

POINT

棚板の取付

この形状の角穴に、
棚受け金具をセット
するとＡ4ファイルが
きっちり収納できます。

棚柱の角穴の中で、突起のある角穴に棚受け金具をセット
するとＡ4ファイルが、きっちり収納できます。
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